
2016 年度 盛岡 YMCA 事業方針 

 

１．盛岡 YMCA の使命の実現に向けて、以下のコンセプト、重点目標に沿って活動を進めていく。 

２．基本コンセプト 

コア・ミッション 

※盛岡 YMCA の使命をよりわ

かりやすく、表現したもの。	

盛岡 YMCA で行うすべての活動を通して、以下の 3 つの価値をこども、家族、

地域に伝えます。 

① 他者の悲しみを自分のことのように悲しめること。 

② 他者の喜びを自分のことのように喜べること。 

③ 自分がしてほしいことを他者にもしてあげられるようになること。 

ブランドスローガン 

※盛岡 YMCA の使命を視覚的

に表現したもの。	

君でいいんだよ。JUST THE WAY YOU ARE 

 

 

基本聖句 

※盛岡 YMCA の活動の礎とな

る聖句	

喜ぶ人と共に喜び、泣く人と共に泣きなさい。 

ローマの信徒への手紙 12 章 15 節 

チャレンジ 

※使命に根差した活動を継

続していくための、確認事項	

盛岡 YMCA は他者のために存在する。自己目的のためだけに存在するのではな

い。 

３．重点戦略 

ガバナンスを強化す

るとともに、総務機能

を充実させる。 

① 10 年後の盛岡 YMCA を想定した、中期 5 ケ年計画を策定する。 

② 各種委員会を設置し、YMCA 運動を強化する。 

③ 諸規定の整備を図る。 

④ 理事・常議員研修会への参加を促す。 

活動の充実を図り地

域に YMCA の目指す

価値を伝える 

① 共働き家庭を支援するため、人口増が見込まれる盛南地区、滝沢市鵜飼地区 

における学童保育事業の新拠点の準備、調査を進める。 

② ユース委員会を設置しいじめの問題に盛岡 YMCA としての取り組みを開始

する。 

③ 2017 年度チャリティラン開催にむけて準備を開始する。 

 

次世代を担う、青少年

のリーダーシップを

育成する。 

① 高校生ボランティアの育成に取り組む。 

② 大学生ボランティアを全国の YMCA が開催する研修プログラムに積極的に

参加させる 

③ 学生ボランティアを全国の YMCA が開催するワークキャンプへの参加を援

助する。 

 

 

 



４．アクションプラン（2016 年度行動目標） 

本部事務局 ① 会員の増強を図る。 

② 総合計画策定委員会  会員増強委員会  ユース委員会 

③ 諸規定の整備を行う。 

④ ４半期ごとの会計、並びに事業報告の定例化する。 

⑤ 前潟センター所長 浅沼 慧をステップⅡ研修に派遣する。 

⑥ 職員研修の充実を図る。 

⑦ 認定 NPO 法人取得にむけての調査を行う。 

⑧ HP 上で情報を公開する。 

本町センター ① 町内会との関係をより深めていく。 

② 学童保育対象校との関係とより深めていく。 

③ 本町通の枯葉の清掃を行う。 

④ YＭＣＡニュース、ぷらいむ・たいむニュースを地域の団体に配布する。 

⑤ 子ども達にとって最適な環境と空間をできる限り提供する。 

⑥ 車両購入の積み立てをはじめる。 

前潟センター ① 前潟ファームを開墾する    

② お泊り会を行う 

③ お便りによる情報発信を行う 

④ 地域の清掃活動を行う 

⑤ 近隣学校等との関係強化を図る 

⑥ 学童行事の内容を工夫する 

向中野センター ① 向中野小学校との関係を強化する。 

② 運動会などの学校行事の際の施設開放を行う。 

③ 向中野小学校校庭の石拾いを行う。 

④ バザーを開催する。 

⑤ 定期的な学童便りを発行する。向中野小学校へも配る。 

⑥ 地域の町内会との関係を強化する。 

⑦ スコーレ高校との関係を築く。 

ウエルネス事業 □	サッカースクール 

① 幼児サッカースクールの増設を検討する。 

② SNS（ソーシャルネットワークサービス）を有効的に活用する。 

③ 出席カードとバッジの配布を継続して行う。 

④ スタッフ、リーダーの実技トレーニングを行う。 

⑤ 盛岡 Y 独自のワッペンテストの可能性を探る。 

□	水泳教室 

① 幼児のコースの増設を準備する。 

② 小学生コースの増設を準備する。 

③ SNS を有効的に活用する。 



④ スタッフ、リーダーの実技トレーニングを行う。 

□	野外活動 

① 東日本で開催の会議や研修に積極的に参加する。 

② 天候による活動内容の変更などの対応を迅速に行う。 

森の幼稚園、アドベンチャークラブ 

① 定期的に幼稚園、保育園にチラシをお願いしに行く。 

② スーパーやスポーツ店などにポスターの掲示をお願いする。 

③ 新しい活動場所を見つける。 

④ SNS を有効的に活用する。 

⑤ 会員管理を徹底する。 

⑥ 活動のニュースを発行する。 

季節キャンプ 

①	スタッフ、リーダーの実技トレーニングを行う。 

②	海のプログラム（気仙沼でのキャンプ）を実施する。 

③	会員に早期申し込み期間を設ける。 

④	全国サマーキャンプ T シャツのデザインを応募する。 

チャイルド・ケア事業 ① 2017 年度 盛南地区での学童保育事業の新規展開にむけて準備を開始す

る。 

② 滝沢地区での学童保育事業の新規展開にむけて調査、準備を開始する。 

③ 各センターの学童で避難訓練を定期的に行う。 

④ 学童外のＹＭＣＡの活動の価値を伝え、広めていく。 

⑤ 放課後児童支援員の資格認定の研修に各センターからスタッフを派遣し資

格をとる。 

東日本大震災被災地

復興支援事業 

① 高校生ボランティアを育成強化する。 

② 地域の抱える課題を調査する。 

国際協力活動 ① 街頭募金を開催する。 

② 大型店舗敷地内での街頭募金活動の実施を目指し交渉する。 

③ 期間を定めた国際協力募金を継続的に行う。 

青少年育成活動 ① 盛岡市内の高校生に対するリーダーシップ育成のプログラムを行う。 

② 大学生ボランティアリーダーの増強を図る 

③ いじめの問題について取り組みを開始する。 

その他 ① 2017 年度チャリティラン開催に向けて準備を行う。 

 


